








北方圏学術情報センター センター長 佐々木 浩 子
本センターは，平成１３年度に文部科学省の「学術フロンティア推進事業」に選定され，「北方圏住民のQOL（Quality
of Life）の向上に関する総合的研究」で活動をスタートさせ，現在に至っています。センターの目的は，衣食住の
生活環境や地域福祉，心身の健康，生涯学習としての教育や芸術活動などの分野について，総合的かつ学際的な視点
から研究を行うとともに，その成果を広く社会に還元することです。その目的のために，本学の多くの教員が学外の
研究者とともにプロジェクトチームを編成し，毎年その成果を公表してきました。
成果公表の一つであるセンター年報は，平成２０年度に第１号を創刊し，今回で第５号となっています。センター年
報が発刊される以前は，人間福祉学部付設の「北方圏生活福祉研究所」と，生涯学習システム学部付設の「生涯学習
研究所」で，それぞれ年報を発刊していました。これらの研究所は，北翔大学が学部を新設するにあたって，学部の
母体となるべく設置されたもので，本学の教育と研究を支えてきたと言えます。しかしながら，これらの研究所の目
的は本研究センターの目的と多くの部分が重なること，また，本学の特色ある教育と研究の一層の融合を目指すため
に，二つの研究所は研究部という形で本センター内に統合および継承され，研究所年報もセンター年報として統合さ
れることになりました。
第５号には，研究論文４本，研究報告８本が掲載されています。業務多忙の中，執筆くださった方々に感謝いたし
ます。本号の編集時期である平成２５年度は，平成２４年度から続く研究プロジェクトの中間発表の年にあたり，本号に
はその一部が公表されています。研究プロジェクトは，平成１７年度に学術フロンティア推進事業が終了した以降も継
続して活動し，センターの目的を達成してきました。また，年報の執筆者には，統合・継承された研究部研究員も含
まれています。生活福祉と生涯学習という本学の教育と研究を支えてきた研究所の目的も，変わらず果たされてい
ます。
平成２６年度，北翔大学は２学部５学科という新しい形となります。この形もまた，本学の教育資源をより有効に再
編した新しい形です。これまで本学の教育と研究を支えてきたセンターおよび研究所の意思が新しい北翔大学でも続
いていくことを願っております。
最後に，本年報の発刊に際し，ご尽力くださった査読者，関係事務局，印刷業者，とりわけ前期業務と並行しなが
ら編集作業を行ってくださった編集委員各位に深く感謝いたします。
